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1 単元名「森林生態系から考える ESD ワークショップ～ユネスコエコパーク大台ヶ原散策ツアー」 

 

2 単元の目標 

 〇現在の大台ヶ原の自然環境を知り、様々な問題が関連して起こっていることを理解する。（知識及び

技能） 

 〇大台ヶ原の問題について、ESD ワークショップを通して、問題を文章や図で表すことができる。（思

考力・判断力・表現力等） 

 〇大台ヶ原について意欲的に調べたり、知ろうとしたりする行動をとることができる。また、持続的に

大台ヶ原を利用していくための方法について提案できるようになる。（主体的に学習に取り組む態度） 

 

3単元について 

（1）教材観 

ユネスコ世界遺産は顕著な普遍的価値を有する自然や建物、文化的景観などを人類共通の遺産として

保護・保全していくことを目的として制度化され、奈良県では春日山原始林や大峯山が世界遺産に含ま

れている。一方、自然環境の利用と保全の調和を目指した持続可能な開発のモデル地域として生物圏保

存地域 (日本での通称：ユネスコエコパーク) もユネスコによって制度化されており、奈良県と三重県に

またがる大台ヶ原は「大台ヶ原・大峯山・大杉谷ユネスコエコパーク」として認定されている (日本ユネ

スコ国内委員会 2019)。ユネスコエコパークは、合理的かつ持続可能に自然を利用し保全していくユネス

コ MAB 計画（Man and the Biosphere）の主要活動の一つとなっている。松井（2021）は、ESD あるいは

環境教育は生物圏保存地域の機能の一つとして組み込まれているため、ESD とは親和性が高く、ユネス

コエコパークにおいて理念に沿った活動をすれば、持続可能な地域へと近づける助けになるし、試行錯

誤する過程は ESD となると述べている。このように、大台ヶ原は奈良県下で ESD を展開するにふさわし

い場所であると考える。加えて、日本 MAB 計画委員会では、学校教育でユネスコエコパークを活用した

ESD の推進を期待しており、ユネスコエコパークを活用した ESD 教員向けガイドブック（日本 MAB 計

画委員会 2015）を作成した。しかし、ガイドブックを利用した ESD の展開事例はほとんどみられない。

ユネスコエコパークを活用した活動は、ESD の推進やその理念を取り入れた学習指導要領（文部科学省 

2017）の趣旨を実現することにも寄与すると考えられるため、教員が理解しやすいような実践例を示して

いくことが必要であると考える。 

大台ヶ原は奈良県と三重県の県境にあり、太平洋型ブナ（Fagus crenata）林やウラジロモミ（Abies 

homolepis）の群落を主する西大台、トウヒ（Pecea jezoensis var. hondoensis）を中心とした亜高山性針葉樹

の群落を主とする東大台があり、多様な生物相を支えている（柴田・日野 2009）。一方で、様々な要因に

より森林生態系が衰退していることから、自然再生事業が進められている。1960 年代の伊勢湾台風で大

量の風倒木が発生し、林冠を覆う樹木が減少したことで林床が乾燥した。それにより、コケ類の衰退 

表 1 大台ヶ原の学習内容と理科教育の関連単元・章 



が起こり、ササ類が繁茂した。主に倒木更新により

森林が維持されていたが、実生の生育不良や後継樹

不足により亜高山性針葉樹林が衰退を始めた。シカ

の餌となるササ類の増加でシカの個体数が増加し、

針葉樹の実生や成木の樹皮剥ぎにより、森林植生へ

の影響が顕著となった（関根・佐藤 1992、 Akashi 

& Nakashizuka 1999）。また、大台ヶ原ドライブウェ

イの開通で、利用者が林床植生を踏み荒らすことも

要因となり、森林生態系の衰退が進行した。これら

のことを、理科教育の文脈で解釈してまとめたもの

が表 1 である。表の学習内容について、事前学習と大台ヶ原ガイドツアーでの体験活動や説明を行った。 

 

（2）生徒観 

大台ヶ原ではニホンジカ（Cervus nippon、以下シカ）による森林生態系への影響が顕著で、それを再生

する活動が行われており、科学的知見が蓄積されている（環境省 2009）。大台ヶ原で起こっているシカに

よる食害や食物連鎖への影響などの現象と中学校理科「生物と環境」の学習内容は関連が深いことから、

科学的知見や教科学習内容を取り入れた ESD 学習教材や環境教育プログラムの提案ができる。この提案

は、ユネスコスエコパークの趣旨に沿うだけでなく、奈良県下の自然環境で ESD を先導する意義がある。 

 

（3）指導観 

理科教育の学習内容と実際に自然化で起きている現象を結び付けるために、事前学習を行った。また、

ガイドによる大台ヶ原の案内を通して、壮大な自然があることに関心を持たせ、中学生として自然に関

わっていく態度を身につけさせたいと考えた。そのため、ユネスコエコパークに指定されている大台ケ

原に連れて行き、シカの影響について学ばせる機会や壮大な自然にで合わせる活動を行う。また、事前学

習では、食物連鎖ゲームなどを通して生物の数量変化を体感させ、森林の動向を予測させる。 

本学習では、中学生を対象とし、学校教育で大台ヶ原において ESD 学習や環境教育プログラムの実践

例を提案することを目的として、ユネスコエコパークである大台ケで森林生態系 ESD ワークショップを

行った。また、学習指導要領の目標に関して生徒がどのように変容したかを調査し、本ワークショップを

評価した。 

 

（4）ESDとの関連 

・本学習で働かせる ESD の視点（見方・考え方） 

多様性 

研究者、保全活動従事者、調査関係者など多様な人々が関わり、大台ヶ原の自然を保全・活用を考え

ている。一方で、その活用方法に関しては、大人も苦慮している問題である。 

 

有限性 

現在の大台ヶ原の様子は、シカの影響や様々な要因によって以前の自然の姿が失われ、貴重な亜高

学習内容 理科教育の関連単元・章 

1．剥皮・被食問題、樹木の枯

死 

2．食物連鎖の崩れ、シカの増

加による森林生態系の変化 

3．防鹿柵の設置、環境保全の

実施について、モニタリング

調査報告 

4．大台ヶ原の成り立ち 

1．生物の体の共通点と相違点

（茎のつくりと働き） 

2．生物と環境（自然界のつり合

い、自然環境の調査と環境保全） 

3．自然環境の保全と科学技術の

利用（自然環境の保全と科学技

術の利用） 

4．天気の変化（霧や雲の発生） 



山性針葉樹林などの姿が見られなくなっている。 

相互性 

大台ヶ原の自然環境は、様々な生物の繋がりで保たれていたが、その均衡が崩れたため、現在の状況

になっている。 

 

・本学習を通して育てたい ESD の資質・能力 

批判的に考える力 

大台ヶ原の自然を保全していくことが望ましい。一方で、身近な自然の問題を周知するための活用

を考え、持続していくためにはどうしてくことが望ましいかを考える。 

多面的・総合的に考える力 

現在の大台ヶ原の姿は伊勢湾台風、シカ個体数の増加、ドライブウェイの開通など様々な要因が関

連し合っていることを知る。また、要因の関連を多面的・総合的に考える。 

つながりを尊重する態度 

様々な生物が関わり合って生態系が成り立っており、一部が崩れてしまうと他の生物に大きな影響

を与えてしまうことを知る。 

 

・本学習で変容を促す ESD の価値観 

文化の尊重 

大台ヶ原は、自然だけで成り立っているのではなく、文化が深く関わっている。それらを考慮して、

大台ヶ原を維持していくための方法を考えることが必要である。 

自然環境・生態系の保全の尊重 

多くの生物が大台ヶ原に生息・生育していることやそれを脅かす問題について学び、保全・活用にど

のようにかかわっていくとよいかを考える。また、シカの密度が高い状態が続くと、今ある森林資源

は次世代には受けつがれない。 

 

・達成が期待される SDGs 

 4 質の高い教育をみんなに    15 陸の豊かさを守ろう 

 

4  単元の評価規準 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態

度 

①体験学を通して，食物連鎖に

ついて理解しようとする。 

②大台ケ原に関わる問題につい

てマップを作り，多面的，総合

的に考えている。 

①大台ヶ原に関わる問題に対し

て，多面的に考えている。 

②森林生態系から考える ESD ワ

ークショップを通して得た知

識を用いて、持続可能な活用

について考える。 

①大台ヶ原に関わる問題を理解

しようと，積極的に学習に取

り組んでいる。 

②身近な自然を見つめなおし，

実際に見聞することを通し

て，今後の持続可能な活用に

ついてコミュニケーションを

取り、考えることができる。 

  



5 単元の指導計画（全 7時間：事前学習 3時間、ガイドツアー1日、事後学習 2時間） 

 

 

  

表 2 学習計画と学習活動・理科教育に関わる単元・ESD の視点・資質・能力 

 

学習活動 主なねらい・学び 主な内容 

□理科教育に関わ

る単元 

◇ESD の視点 

○ESD の資質・

能力 

事前 

学習 
 

食物連鎖ゲ

ーム 

・食物連鎖ゲームを通して、

生物の数量の変化を捉えさせ

る。 

・生物の数量的つり合い

の変化を体感し、まとめ

る 

□生物と環境 ◇相互性 

〇多面的、総合

的に考える力 

・被食者が増加するとど

のような環境変化が起こ

るかを考える 

大台ヶ原の

問題を紙に

書き起こす 

・問題が単発的に起こってい

るのではなく、関連して起こ

っていることを知る。 

・大台ヶ原の問題を紙に

記載し、関連する問題を

つなぐ活動 

 
◇相互性 

〇多面的、総合

的に考える力 

大台ヶ原の

自然と変化 

・大台ヶ原の有する自然や成

り立ちを知る。 

・大台ヶ原の場所、気

候、自然について説明 

□天気の変化 ◇有限性 

・大台ヶ原の成り立ちを

説明 

森林生態系

の変化 

・森林が衰退していることを

知る。 

・大台ヶ原の現状を知

り、その原因を理解する 

□植物の体のつく

りとはたらき 

□生物と環境 

〇多面的、総合

的に考える力 

・衰退の原因を知り、森林の

更新が上手くいかないことを

理科の学習内容と結びつけ理

解する。 

・衰退の原因を理科の学

習内容と結びつける 

ガイ

ドツ

アー 

大台ヶ原ガ

イドツアー 

・大台ヶ原を散策し、森林の

現状・問題について学び、自

然環境の保全に対する興味や

関心を高める。 

・研究者、保全活動従事

者、調査関係者によるガ

イドツアー（樹木の剥皮

状況、防鹿柵内外の植生

比較、森林の天然更新が

ニホンジカによって阻害

されている状況解説、自

然保護の方法など） 

□植物の体のつく

りとはたらき 

□生物の体の共通

点と相違点 

□生物と環境 

□自然環境の保全

と科学技術の利用 

□天気の変化 

◇多様性 

〇進んで参加す

る態度 

・森林の天然更新がニホンジ

カによって阻害されている問

題を有する森林を歩き、野生

動物や保全活動を行う人に関

心を高める。 

□自然環境の保全

と科学技術の利用 

◇有限性 

○批判的に考え

る力 

事後 

学習 
 

大台ヶ原の

問題を紙に

書き起こす 

・問題が単発的に起こってい

るのではなく、関連して起こ

っていることをまとめる。 

・大台ヶ原の問題を紙に

記載し、関連する問題を

つなぐ活動 

 
◇相互性 

〇多面的、総合

的に考える力 

問題を解決

するために

何ができる

かを考える 

・ユネスコエコパークにおい

て、持続可能な環境保全や活

用、そして地域の経済が成り

立つ仕組みを考える。 

・大台ヶ原の問題を解決

するための方策を話し合

いを通じて考える 

□自然環境の保全

と科学技術の利用 

〇つながりを尊

重する態度 



6 指導計画詳細 

事前学習では、表 1の「1、剥皮・被食問題、樹木の枯死」「2、食物連鎖の崩れ、シカの増加による森

林生態系の変化」「4、大台ヶ原の成り立ち」に関して学習を行った。学習の主なねらい、内容、理科教育

に関わる単元、ESD の視点、資質・能力の詳細を表 2 に示す。 

「2、食物連鎖の崩れ、シカの増加による森林生態系の変化」を理解させるために、食物連鎖ゲームを行

った。食物連鎖ゲームは生徒を生産者と消費者に分け、さらに消費者を被捕食者（草食動物）と捕食者

（肉食動物）に分け、被食者と捕食者の個体数変動を理解する教材である（井村他 2002）。山本（2021）

は生徒の学習意欲・積極性及び生物の数量的つり合いの変化に関する理解が深まることを報告している。

本教材を通して、生物の数量の変化を捉えさせ、ある生物の数量が大きく変化すると他の生物の数量に

どのように影響するかを考えさせた。 

次に、大台ヶ原の問題と基本的な学習を行った。環境問題を取り扱う際には、問題とされる理由とそれ

が生起する構造を理解することが重要であるから（鶴岡 2009）、大台ケ原で起こっている問題についての

生徒の理解を明らかにするために、生徒が個人で A3 用紙に問題を書き出し、関連する問題をつなぐ活動

を行った。問題が単発的に起こっているのではなく、関連して起こっていることを視覚的に明らかにす

る活動である。大台ケ原の場合、台風、シカ、観光客などの様々な要因が関連して、現在の状況に至った

ことを理解させる目的がある。また、各自 PC を用いて大台ヶ原の場所および標高を調べ、標高からおよ

その気温を算出、大台ヶ原の雨量のデータと住んでいる地域の雨量を比較した。大台ヶ原が周辺地域の

豊かな自然環境や文化が存在していることから、吉野熊野国立公園やユネスコエコパークの指定を受け

ていることを説明した（環境省 2009、日本 MAB 計画委員会 2015）。大台ヶ原のブナ林、トウヒ林につい

て説明後、1960 から 2000 年代のトウヒ林の衰退画像（環境省 2009）の比較からどのような変化が起こ

ったかを考えさせた。森林の衰退を捉えさせた後、 

伊勢湾台風、シカの増加、ドライブウェイの開通が原因となりそれぞれが関連して、森林生態系の衰退に

つながったことを説明した。これらの内容は、ESD 教員向けガイドブック（日本 MAB 計画委員会 2015）

や大台ヶ原ニホンジカ第二種特定鳥獣管理計画－第 4 期－（環境省 2017）を参考にし、表 1 の理科教育

の関連単元に沿って説明を行った。 

大台ヶ原ガイドツアーでは、生徒を 3 つのグループに分け（1 グループ生徒 9 名程度）、グループに 1

名大台ヶ原の自然を解説するガイドを配置した。大台ヶ原で活動を行う研究者、保全活動従事者、調査関

係者に、ガイドを担っていただいた。事前に、表 1 の学習内容を説明していただくようガイドの方と打ち

合わせを行った。ガイドルートは、大台ヶ原ビジターセンターから出発し、上道（ビジターセンターから

日出ヶ岳に続く北側道）、日出ヶ岳、正木峠、正木ヶ

原、尾鷲辻、大蛇嵓、尾鷲辻、中道（尾鷲辻からビ

ジターセンターに続く道）とした（図 1、点線部が

ルート）。コースの目安時間を図 1 に示す。事前学

習の説明で想像がつきにくいような剥皮樹木の状

況、金網が巻かれた樹木の個体数の多さ、倒木更新

の実生などについては、実物を見ながらガイドによ

る説明が行われた（表 3）。上道から日出ヶ岳にかけ

ては、シカによる被食・剥 
図 1 大台ヶ原の地図（活動時刻とルートを示す） 



皮状況、防鹿柵・金網による樹木保護、大台ヶ原に特

徴的な針葉樹やコケ類、森林更新に必要な後継樹 

の欠如などが観察できる。ツアーの前半であり生徒

の集中力も高いことから、シカによる樹木への影響

や森林更新についての説明を行った。理科教育の学

習単元とつなげるために、「樹木が被食・剥皮される

とどうして枯死してしまうのだろうか」「コケがある

場合とない場合で樹木の更新にどのような影響があ

るのだろうか」「倒木更新では、どのような利点があ

るのだろうか」等の発問を交えた。また、日頃生徒の

目にとまらない樹木の葉の違い、森林の音を聞く体

験なども行った。 

日出ヶ岳から尾鷲辻にかけては、森林更新が上手

くいかず林冠木の欠如やササが繁茂している状況、シカによる食害を防ぐための大規模な防鹿柵による

自然再生事業が観察できる。また、防鹿柵内外で樹木やササの生育状況の違いを観察できるため、柵外で

はシカの被食によりほとんど稚樹が見られず、後継樹が不足し、仮に種子を供給しても繁茂するササに

より樹木の更新が阻害されていることを説明した。柵外のササは膝あたり、柵内のササは胸あたりの高

さの違いがあり、柵の有無による植生の違いを体感することができた。また、柵内には稚樹が見られ、柵

外には被食された稚樹で矮小化したものが多く、それらの違いも観察できた。防鹿柵への立入は、環境省

に申請を行った 

正木峠から正木ヶ原にかけては、シカが通ったであろう道やぬた場に残った足跡などが観察できる。実

際にシカと遭遇したこともあり、シカの特徴や生態についての説明を行った。正木峠から尾鷲辻の間に

ある正木ヶ原では、ササで覆いつくされた正木峠を一望できる。そこで、森林更新が上手くいかなくなる

と森林構造が大きく変わり、再生するにも大きな労力を要することを説明し、環境保全の大切さを考え

させた。 

正木ヶ原以降は、山道の下りとなることから、説明を行わず歩くことに集中させた。尾鷲辻から大蛇

嵓、大蛇嵓からビジターセンターにかけての道のりも、所々で様々な説明を行ったが、山歩きに慣れてい

ない生徒も多く体力の消耗もあることから、歩くことに集中させた。 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 3 大台ケ原ガイドルートと内容 

ルート ガイド内容 

ビジターセンター 

（出発） 
・大台ケ原の気候について 

上道～日出ヶ岳 

・ニホンジカによる被食・剥皮状況 

・防鹿柵・金網による樹木保護 

・大台ケ原に特徴的な針葉樹やコケ

類について 

・森林更新に必要な後継樹の欠如 

日出ヶ岳～正木峠 

・正木峠に設置された防鹿柵内外の

植生の比較 

・森林再生事業の説明 

正木峠～尾鷲辻 
・ニホンジカの特徴や生態 

・環境保全の大切さ 

尾鷲辻～大蛇嵓 

・所々で説明を行う、上記内容など

を説明 
大蛇嵓～中道～ 

ビジターセンター 

（到着） 



7 成果と課題 

7．1 方法・解析 

 学習指導要領の目標に対して生徒変容を把握するために、事前学習の開始前と事後学習の終了後でア

ンケートを行った。その際、ESD ルーブリック（ACCU 2021）から設問を抜粋し、内容を一部変更して、

生徒の変容を捉えた（表 4）。回答はそれぞれの設問に対し、3 段階評価（3：できる、2：どちらでもない、

1：ほとんどできない）から適切なものを選択させた。

また、設問で生徒の思考をより具体的に捉えるため

に、「大台ヶ原の自然環境を保全するために、今の時点

でできることや今後どのように活用がされると良い

と考えますか。」「大台ケ原で起こっている問題につい

て、知っていることを書いてください。」について記述

させた。 

学習前後のアンケート結果に偏りがあるかを調べ

るために、Fisher の正確確率検定を用いて検定を行っ

た。この検定は、フリーソフト R（ver.3.6.0）を用い

て行った。  

 

 

7．2 結果 

7．2．1大台ヶ原の学習内容と理科教育の関連 

大台ヶ原・大峯山・大杉谷ユネスコエコパークを利用した森林生態系 ESD ワークショップを行い、学

校教育での大台ヶ原の利用例を提案した。剥皮・被食問題に関する内容は生物の体の共通点と相違点単

元、食物連鎖の崩れ、森林生態系の変化に関する内容は生物と環境単元、環境保全やモニタリング調査に

関する内容は自然環境の保全と科学技術の利用単元、大台ヶ原の成り立ちに関する内容は天気の変化単

元と関連する（表 1）。シカによる森林更新阻害が起きている大台ヶ原の状況を理科教育の文脈で解釈し

てまとめることで、理科教育の複数単元と結びつきがあり、教科教育でも取り入れられる内容が多いこ

とが分かった。 

 

7．2．2森林生態系 ESDワークショップについて 

事前学習では、大台ヶ原の問題について生徒の既存知識を確認した。A3 用紙に大台ヶ原の問題を記載

させたが、ほとんどの生徒は何も記載していなかった。事前学習では、大台ヶ原を知らない生徒がほとん

どであったため、気候やシカによる森林生態系への影響など理科教育に関する単元の詳細を説明した。 

大台ヶ原ガイドツアーでは、11 時に大台ヶ原ビジターセンターを出発し、上道、正木峠、正木ヶ原、大

蛇嵓、中道を通り、16 時に戻ってくるガイドコースを示した。ガイドコースは、舗装された道で、高低

差が小さいため、登山経験の少ない生徒にとっても歩きやすかった。また、シカによる被食・剥皮、防鹿

柵による自然再生など大台ヶ原の問題を観察できた。生徒の集中力を考慮し、昼食までに説明を終え、壮

大な自然である大蛇嵓を見る体験を取り入れた。 

事後学習では、事前学習と同様に大台ヶ原の問題について A3 用紙に記載させた。シカによる樹木や森

表 4 学習指導要領の目標と評価要素・設問 

目標 評価要素 内容 

学びに向

かう力・

人間性 

自己肯定感 

自分にも大台ケ原の自然環境や

地域の人々の生活を守るため

に、何かできる。 

主体的に取り

組む態度 

自分の興味関心に目を向けて、

大台ケ原の学びとつなげようと

している。 

知識・技

能 

ESD の知識 
大台ケ原で起こっている課題を

理解している。 

経験値・活動

行動歴 

自分から活動を提案し、他者に

影響を与えた。 

思考力・

判断力・

表現力 

見方・考え方 
学びの中で課題を見出し、考え

ている。 

表現力の活用 
根拠を示し、課題解決のための

意見を持っている。 



林生態系への影響について、問題が単発的に起こっているのではなく、関連して起こっていることを記

載していた。 

 

7．2．3学習による生徒変容と評価 

学習指導要領の目標「学びに向かう力・人間性」の設問である「自己肯定感」に関しては、事前と事後

で有意に変容することが分かった（図 2、p<0.05）。この設問で生徒の思考をより具体的に捉えるために、

生徒に大台ヶ原の自然環境の保全や利用について記述させた。「保全活動のボランティアに参加する」「身

近な人に伝える」「地域の木材等を購入する」など中学生でも取り組めるような記述内容がみられた。ま

た、「駆除したシカの利用」「大台ヶ原の木を利用した工芸品を作成する」など地域と大台ヶ原をつなげる

ような意見も見られた。 

目標「知識・技能」の設問である「ESD の知識」も、事前と事後で有意に変容することが分かった(図 2、

p<0.01)。生徒は「大台ケ原で起こっている問題について、知っていることを書いてください。」という ESD

の知識に関する設問に対して、シカによる樹木への影響やそれによって森林生態系に影響を与えている

という記述内容がみられた。 

 

7．3 考察 

本研究では、大台ヶ原・大峯山・大杉谷ユネスコエコパークを利用した森林生態系 ESD ワークショッ

プを行い、学校教育での大台ヶ原の利用例を提案した。大台ヶ原の学習内容と理科教育の学習単元との

結びつきがあり、教科教育でも取り入れられる内容が多いことが分かった。ESD や環境教育などを行う

際は、ESD 教員向けガイドブック（日本 MAB 計画委員会 2015）や大台ヶ原ニホンジカ第二種特定鳥獣

管理計画―第 4 期―（環境省 2017）などに詳細な内容、図、ESD を意識した問いがが記載されているた

め、学習計画を立てる手助けになると考える。ほとんどの生徒が大台ヶ原についての知識がないことか

ら、大台ヶ原の気候やシカによる森林生態系への影響など理科教育と結びつけた詳細な説明が必要であ

ると考える。また、ガイドツアーは対象となる自然環境に関わったことがなければガイドが難しいため、

教員の研修会で本研究の森林生態系 ESD ワークショップを体験してもらい、大台ヶ原の利用例を示して

いくことが必要である。現地を訪れなくとも前述の資料を用いて、理科教育の単元から大台ヶ原の問題

について考える機会を持つことも、大台ヶ原の利用を促すためには必要であると考える。例えば、大台ヶ

原で駆除されたシカの頭骨標本を教員と作成し、生物の体の共通点と相違点の授業を行い、大台ヶ原で

みられる動物の食痕や樹木の生長について考える。これにより、学習内容と現象を結びつけ生徒の理解

を促すことが地域の自然について考える機会となる、それが ESD となる。また、石田ほか（2018）は、

大学生を中心とした参加者を対象に大台ヶ原で野外救急の速習講座とワークショップを行っている。理

科教育だけでなく、保健体育教育にも利用できる例であることから、中学校の総合的な学習の時間など

を用いて教科横断的な活動も思案できると考えられる。 

奈良市の学校でも大台ヶ原を利用できるような時間設定やガイド例を示した。7 時半に奈良市を出発

し、18 時半に帰着する予定の活動であるため、ガイドツアー内容や行程は示した案以上のことは難しい

と考える。大蛇嵓に立ち寄らない場合は、1 時間程度時間を短縮でき、ビジターセンターの見学、大台ヶ

原を見て感じたこと、今後について思考する時間に回してもよい。生徒の帰宅時間の関係で、大蛇嵓に立

ち寄らないコースも考えられたが、このような機会がないと訪れない場所であるため、あえて取り入れ



た。一方で、大台ケ原までのアクセスに時間がかかることや雨天が多いことが課題としてある。それらを

考慮して、学習活動が制限されないように行程を柔軟に変更することも考えておく必要がある。また、本

研究では、ガイドとして大台ヶ原の保全活動などに関わる方に依頼した。学校教育で大台ヶ原を利用す

る場合は、大台ヶ原登録ガイドやパークボランティアに依頼し、ガイド内容のすり合わせを行うことで、

大台ヶ原の問題についての学習が可能となる。 

ESD ルーブリックを活用し、学習前後で学習指導要領の目標である「学びに向かう力・人間性」の「自

己肯定感」や「知識・技能」の「ESD の知識」の観点が変容したことから、本ワークショップは「自己肯

定感」や「ESD の知識」を獲得できる活動であったことが分かった。「知識・技能」については、ほとん

どの生徒が、知識がない状態から学習を行ったので、変容することは理解できる。また、食物連鎖ゲーム

を含め体験的に学習を進めたこと、大台ヶ原で印象的な森林の様子を確認でき理解しやすい内容であっ

たため、知識の獲得につながったと考えられる。一方で、「自己肯定感」については、変容のきっかけが

何であったかは把握できていない。このような環境教育を行う際に、自己肯定感が向上することは必要

であり、そのきっかけが環境保全に関わろうとする意志を育てることにもなるのではないだろうか。ま

た、大台ヶ原について今の時点でできることや今後こういった活用がされると良いと考えることについ

て生徒に記述させた。「保全活動のボランティアに参加する」「身近な人に伝える」「大台ヶ原の木を利用

した工芸品を作成する」などの意見が見られた。西川・高野（1998）は、中学生が「（行動）すべきであ

る」と考えていても行動せず、判断と行動が不一致であると指摘している。そのため、上記の内容を考え

たとしても、行動していないことも考えられるため、ESD を追求するのであれば生徒自身が考えたこと

を実行する活動や成果を発表する場を取り入れる必要がある。ただし、ESD ワークショップのような活

動は、学校教育では経験することができない希少な活動であるため、身近な自然環境を考え、生徒の環境

保全に対する意識を高める機会となるだろう。 

以上のことから、奈良県で ESD を推進していくためには、ESD の理念と関連性の大きいユネスコエコ

パーク大台ヶ原の利用も候補となるだろう。自然環境の保全や利用を考える活動は、ESD の推進やその

理念を取り入れた学習指導要領の趣旨を実現することにも寄与する。本研究の提案が大台ヶ原の環境教

育プログラムとなり、自然環境の保全に関心を持つ生徒が増えることを期待する。ただし、学校教育で利

用する際は、児童・生徒の安全・安心を確保する必要があることから、本稿で記載した問題点以外も解決

しなければならないことは多いだろう。 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

表現力の活用

見方・考え方

経験値・活動行動歴

ESDの知識

主体的に取り組む態度

自己肯定感

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

１：ほとんどできない 2：どちらでもない 3：できる

*
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* p < 0.05 , ** p < 0.01

事前 事後

図 2 事前・事後学習のアンケート集計 
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シカが増えることで、森林が
荒廃するんだ。食物連鎖が崩
れると、森林を修復すること
が難しい。 

現在の学年終了時に目指す姿 

 ユネスコエコパークである大台ヶ原について関心を高める。現在の大台ヶ原の森林生態系に大きな影響を及ぼしている

シカの食害を知り、自然の修復には多大なる労力を要することを知る。大台ヶ原を保全するだけでなく、その活用を考え、

文化や自然環境を保全してくための行動を起こすことができる。 

総合的な学習の時間・理科「森林生態系から考える ESD ワ

ークショップ～ユネスコエコパーク大台ヶ散策ツアー」 

○主に養いたい ESDの資質・能力 

・批判的に考える力 

大台ヶ原の自然を保全していくことが望ましい。一方で、

身近な自然の問題を周知するための活用を考え、持続して

いくためにはどうしてくことが望ましいかを考える。 

・多面的・総合的に考える力 

現在の大台ヶ原の姿は伊勢湾台風、シカ個体数の増加、

ドライブウェイの開通など様々な要因が関連し合っている

ことを知る。また、要因の関連を多面的・総合的に考える。 

〇主に育てたい ESDの価値観 

文化の尊重 

大台ヶ原は、自然だけで成り立っているのではなく、文

化が深く関わっている。それらを考慮して、大台ヶ原を維

持していくための方法を考えることが必要である。 

自然環境・生態系の保全の尊重 

大台ヶ原に多くの生物が生息・生育していることやそれ

を脅かす問題について学び、保全・活用にどのようにかか

わっていくとよいかを考える。また、シカの密度が高い状

態が続くと、今ある森林資源は次世代には受けつがれない。 

身近な自然だけ
れども、知らな
いことが多くあ
るんだ。 

総合的な学習の時間 

「問題マップ作り」「大台ヶ原の自然と変化」 

 奈良県のユネスコエコパークについて知り、

そこで起こっている問題について知る。大台ヶ

原の問題をマップにすることを通して、問題が

相互に関係していることを気づかせる。 

理科「食物連鎖ゲーム」事前学習 

 大台ヶ原ツアーガイドに参加し、シカの影響

を受けた森林がどのような状態になるかを理

解する。食物連鎖ゲームを通して、食物連鎖が

崩れることで生物の数量が変化することを捉

え、自然環境の変化を考えられるようになる。 

社会科「自然林と人工林」 

 自然林と人工林の比較を通して、森林の魅力

や感じ方に違いがあることに気づかせる。近畿

地方にも、様々な自然林が残されていることに

気づく。 

同じ世代の人に問
題を伝えるため
に、どのようにす
るとよいだろう
か。 

ガイドツアー（大台ケ原ガイドツアー） 

 大台ヶ原の問題解決について考え、また保全

活動を行う人の意志に共感し、身近な自然で起こ

っている問題に関心を持つ。自らができる問題解

決の方法や同年代の人に伝えるための方法を考

え実際に行動できるようになる。 

私たちはどうして身近な自然を知らなかっ

たのだろうか。また、自然は大切と思って

も、行動に移さないのだろうか。 

自然林と人工林では、感じ方が異

なるんだ。身近なところにも自然

林があるんだ。どちらも人が関わ

っている。 


